[image: image1.emf]地球と太陽系（動画）



星空の日周運動



「

日周運動」とは地球が自転しているため、星が東から西に向かって運動して見える現象

のこと。

1

回転の時間は

23

時間

56

分

4

秒。北極や南極での日周運動は大地に平行に回るが、

赤道上では、東の地平線から垂直に昇り、西の地平線へ垂直に沈む。



地軸の傾きと気候の季節変化



地球の地軸は、太陽の公転面に対して

23.4

°傾いている。そのため公転の位置によって

太陽の光のあたる角度が違ってくる。このため季節の変化が起こる。



宇宙から見た地球

（

太陽系第

3

惑星

）



太陽系第

3

惑星。直径は

1

万

2756km

。太陽までの平均距離は

1

億

5000

万

km

。自転周期は

1

日（

23

時間

56

分）。公転周期は

365

日。衛星の数は

1

。（映像提供

NASA

）



火星表面の観測

（

ハッブル望遠鏡と探査機より

）

太陽系第

4

惑星。直径は約

6800km(

地球の約

1/2)

。太陽までの平均距離は

2

億

2800

万

km

。

自転周期は約

1

日。公転周期は約

687

日。衛星の数は

2

。（映像提供

NASA, AURA/STScI

）

               

⇒動画参照

⇒動画参照

⇒動画参照

⇒動画参照

[image: image2.emf]地球と太陽系（

その２

）



木星表面の観測



太陽系第

5

惑星。直径は約

14

万

3000km(

地球の約

11

倍

)

。太陽ま

での平均距離は

7

億

7800

万

km

。自転周期は

9

時間

56

分。公転周

期は約

12

年。

18

の衛星が確認されている。



木星のガリレオ衛星たち



木星の衛星は、これまでに

18

個が確認されている。最初の発見

者はガリレオ・ガリレイ。イオ、エウロパ、ガニメデ、カリストの

4

衛

星は、今もガリレオ衛星と呼ばれている。最大の衛星ガニメデの

直径は

5268km

（月の約

1.5

倍）。


⇒動画参照
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[image: image3.emf]地球と太陽系（

その３

）



太陽コロナ（

日食と宇宙コロナグラフより

）



コロナは太陽を取り巻く薄いガスで、温度は

100

万℃。



太陽プロミネンス



太陽の直径は約

140

万

km

（地球の約

109

倍）。表面温度は

6000

℃。表面から噴き上がるプロミネンスは、高さ数十万

km

に

達することもある

               

⇒動画参照

⇒動画参照

� EMBED PowerPoint.Slide.8  ���





� EMBED PowerPoint.Slide.8  ���





� EMBED PowerPoint.Slide.8  ���








[image: image4.emf]地球と太陽系（

その２

）



木星表面の観測



太陽系第

5

惑星。直径は約

14

万

3000km(

地球の約

11

倍

)

。太陽ま

での平均距離は

7

億

7800

万

km

。自転周期は

9

時間

56

分。公転周

期は約

12

年。

18

の衛星が確認されている。



木星のガリレオ衛星たち



木星の衛星は、これまでに

18

個が確認されている。最初の発見

者はガリレオ・ガリレイ。イオ、エウロパ、ガニメデ、カリストの

4

衛

星は、今もガリレオ衛星と呼ばれている。最大の衛星ガニメデの

直径は

5268km

（月の約

1.5

倍）。

[image: image5.emf]地球と太陽系（動画）



星空の日周運動



「

日周運動」とは地球が自転しているため、星が東から西に向かって運動して見える現象

のこと。

1

回転の時間は

23

時間

56

分

4

秒。北極や南極での日周運動は大地に平行に回るが、

赤道上では、東の地平線から垂直に昇り、西の地平線へ垂直に沈む。



地軸の傾きと気候の季節変化



地球の地軸は、太陽の公転面に対して

23.4

°傾いている。そのため公転の位置によって

太陽の光のあたる角度が違ってくる。このため季節の変化が起こる。



宇宙から見た地球

（

太陽系第

3

惑星

）



太陽系第

3

惑星。直径は

1

万

2756km

。太陽までの平均距離は

1

億

5000

万

km

。自転周期は

1

日（

23

時間

56

分）。公転周期は

365

日。衛星の数は

1

。（映像提供

NASA

）



火星表面の観測

（

ハッブル望遠鏡と探査機より

）

太陽系第

4

惑星。直径は約

6800km(

地球の約

1/2)

。太陽までの平均距離は

2

億

2800

万

km

。

自転周期は約

1

日。公転周期は約

687

日。衛星の数は

2

。（映像提供

NASA, AURA/STScI

）

[image: image6.emf]地球と太陽系（

その３

）



太陽コロナ（

日食と宇宙コロナグラフより

）



コロナは太陽を取り巻く薄いガスで、温度は

100

万℃。



太陽プロミネンス



太陽の直径は約

140

万

km

（地球の約

109

倍）。表面温度は

6000

℃。表面から噴き上がるプロミネンスは、高さ数十万

km

に

達することもある

_1198330749.ppt


地球と太陽系（その２）

		木星表面の観測

		太陽系第5惑星。直径は約14万3000km(地球の約11倍)。太陽までの平均距離は7億7800万km。自転周期は9時間56分。公転周期は約12年。18の衛星が確認されている。 　　



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

		木星のガリレオ衛星たち

		木星の衛星は、これまでに18個が確認されている。最初の発見者はガリレオ・ガリレイ。イオ、エウロパ、ガニメデ、カリストの4衛星は、今もガリレオ衛星と呼ばれている。最大の衛星ガニメデの直径は5268km（月の約1.5倍）。　　　　　　　　　　　 










_1198330890.ppt


地球と太陽系（その３）

		太陽コロナ（日食と宇宙コロナグラフより） 　　　 

		コロナは太陽を取り巻く薄いガスで、温度は100万℃。



		太陽プロミネンス　　　　　　　　　　　　　　 

		太陽の直径は約140万km（地球の約109倍）。表面温度は6000℃。表面から噴き上がるプロミネンスは、高さ数十万kmに達することもある 










_1198330505.ppt


地球と太陽系（動画）

		星空の日周運動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　

		「日周運動」とは地球が自転しているため、星が東から西に向かって運動して見える現象のこと。1回転の時間は23時間56分4秒。北極や南極での日周運動は大地に平行に回るが、赤道上では、東の地平線から垂直に昇り、西の地平線へ垂直に沈む。

		地軸の傾きと気候の季節変化　　　　　　　 

		地球の地軸は、太陽の公転面に対して23.4°傾いている。そのため公転の位置によって太陽の光のあたる角度が違ってくる。このため季節の変化が起こる。　　　　　　　　　　

		宇宙から見た地球（太陽系第3惑星）　　　　　　　　  

		太陽系第3惑星。直径は1万2756km。太陽までの平均距離は1億5000万km。自転周期は1日（23時間56分）。公転周期は365日。衛星の数は1。（映像提供 NASA）

		火星表面の観測（ハッブル望遠鏡と探査機より）

　　　太陽系第4惑星。直径は約6800km(地球の約1/2)。太陽までの平均距離は2億2800万km。自転周期は約1日。公転周期は約687日。衛星の数は2。（映像提供 NASA, AURA/STScI） 



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　

　










